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ご挨拶
─東都文京病院2020年の秋─

日ごとに秋が深まってまいりました。今年の夏は
全国各地で大雨、竜巻、台風などの災害により、大
きな被害が発生しました。人的被害、住居の被害、
道路や鉄道、土木施設、農地や農業用施設などの被
害は甚大で多くの地域が激甚災害指定を受けました。
コロナ禍での避難は、二重の不安と苦痛・心労を与

える状況でした。災害で亡くなられた方々のご冥福と、被災され
た皆様の早期復興をお祈り申し上げます。
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)は、WHOのパンデミッ

ク宣言後7ヶ月になりますが、終息の気配は見られません。累積感
染者数は(9/22現在）、世界全体で3,135万人を超え、米国683万人、
日本7万9千人、死亡者数(死亡率)は(9/22現在）、世界全体で96万
人(3.1%)、米国20万人(2.9%)、日本1,508人(1.9%)となっています。
我が国でCOVID-19の蔓延が抑えられているのは、生活習慣におけ
る個々人の自粛、自然免疫力、医療体制、行政の取り組みなどが
複合的に影響していると推察されます。
東都文京病院は東京都の要請に応えて、発熱外来、PCR検査、

COVID-19(中等症以下)患者さんの入院受け入れなどの体制を整え
てまいりました。スタッフから感染者を出さないこと、院内感染
を起こさないこと、などを心掛けながら、できるだけ一般診療を
維持する努力も続けてまいりました。皆様のご心配、ご不安から
の受診抑制は、一時、感染症以外の患者数の著しい減少となり、
病院財務に影響を与えましたが、最近、受診抑制減少傾向が認め
られるようになりました。皆様のご理解、ご支援の結果と、感謝
しております。
一方、感染防止の自粛要請とともに、社会経済活動の促進が必

要な状況となってまいりました。また、秋から冬にかけて、イン
フルエンザの流行が重なることが危惧されます。インフルエンザ
の予防接種をお勧めします。さらに、COVID-19の検査法と治療法
の進歩が臨床に反映されるようになりましたが、COVID-19のワク

（裏面に続く）



今年の秋

今年は例年と違い、スポーツ・食事・芸術の秋に制約があります。
まさかこんな時代が来るなんて、と誰しもが感じていることと思い

ます。来年の秋はどのくらい日常が戻っているのでしょうか。
さて、産婦人科の世界ではどうかというと、他の大部分の病院・ク

リニックが夫立ち会い分娩を中止していた時に、杉本院長のお考えの
下、当院では夫立ち会い分娩を続けていました。分娩後の方にレ
ビューを書いていただくのですが、“こんな大変な時代に生まれてき

てくれてありがとう” “夫立ち会い分娩ができるなんて思わなかった、
一生の思い出をありがとうございます”と書かれていたのが印象的で、
嬉しかったのを覚えています。分娩中はただでさえ、痛みで呼吸法も
ままならないのですが、その上にマスクをつけて出産をがんばられた
方々には頭が下がる思いです。我々がマスクをつけている何十倍・何

百倍も苦しかったことでしょう。
また、手術でいえば、こちらから延期を提案したことはないのです

が、やはり世の中のコロナ状況が心配で延期しようかどうか悩まれて
いた方はみえました。しかし、悩まれた末に診察室に入ってみえて、
「待ったところで東京の感染者数もおさまりそうにないので、逆に早

くやっちゃいます」と言われたことが印象的でした。
このように、医療者側も前代未聞の対応に手さぐりのところもあり

ますが、注意しなければいけないところと、過剰に恐れて皆様の利益
を損なうことがないようにという、バランスをとっていきたいと常に

考えています。
産婦人科 濵井葉子

当院では2020年9月14日から
自費での新型コロナウィルスPCR検査を始めました。

詳しくは病院ホームページをご覧ください。
https://www.tohtobunkyo-hp.com

（つづき）

チンが臨床で使用されるのは数か月先のことと思われます。手洗
い、手指・環境の消毒、マスク着用、「3蜜」環境の回避など、
日常生活での感染予防にご注意いただき、体調に異変を感じたら
躊躇なく病院をご受診ください。

2020年10月1日
東都文京病院院長 杉本充弘


